
3 款 1 項 13 目

17 年度 設定なし

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

実施スケジュール
項目 25年度以前 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度以降

5,277 5,277 5,277 5,277 5,277 26,385

向こう5年間の直接事業費の推移

年度
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 5年間の実績

タクシーチッケト発行者 人 729 700 703 745
タクシー助成対象者 人 1450 1400 1391 1424

項目 単位 25年度実績 26年度予定 9月末の実績 26年度実績

一般財源 6,105 7,591 2,692 6,284

事業活動の実績（活動指標）

財源内訳 地方債 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

0
県支出金 0 0 0 0

人件費 1,382 1,829 874 1,829
国庫支出金 0 0 0

7,954
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 0.17 0.23 0.11 0.23
人件費単価 8,135 7,954 7,954

1,829
合計 0 7,591 2,692 6,284

事業費
直接事業費 4,723 5,762 1,818 4,455
人件費 1,382 1,829 874

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
項　　　目 25年度決算 26年度予算 9月末の執行状況 26年度決算

事業の目的

重度障害者（児）（以下「障害者」という。）がタクシーを利用する場合に、予算の範囲内において、その料金の
一部を助成することにより、交通手段の確保と付添い介護に伴う負担の軽減を図り、障害者の社会参加と在
宅福祉の増進に寄与することを目的とする。

事業の内容

該当者に対し、一人あたり年間24枚の助成券を交付する。助成券は一回の乗車につき一枚しか使用できな
い。一枚あたり、タクシーの初乗り運賃相当分を助成する。

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

　車を運転できない障害者に対して、通院等にかかる交通費の一部助成としてとても感謝されている。利用者
申請の利便性を向上させるため、郵送や代理申請が可能であることを案内文書で明示する。

事業の対象 重度障害者・重度障害児

根拠法令等
伊予市重度障害者（児）タクシー利用助成事業実施要綱

事業の性格 法定事務
実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 福祉課 電話番号（内線）： 538
記入者情報 所属長： 渡辺 悦子 担当責任者： 大森 秀泰

事務事業名 障害者(児)タクシー利用助成事業
予算科目

総合計画での位置付け
福祉の向上と保健・医療の充実〜やすらぎとぬくもりのまちづくり〜
福祉施策の向上と充実

平成26年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業



2二次評価
（所属部長）

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

課題認識

４月からの消費税増税に伴う運賃改定について、市内タクシー事業者間で足並みが揃わなかったため、
初乗り運賃に格差が生じ利用者に混乱を招くことになったが、市内の２事業者の金額が下がったことによ
り、経費は節減された。通院等にタクシーを利用する障害者にとっては、交通費の一部助成事業は必要と
されている。全額一般財源であるが、必要な制度であるため事業継続をいたしたい。また、次回の消費税
増税時期に伴う運賃改正が予測されるため、市内で統一した金額となるように事業所にお願いをいたした
い。

二次評価

A成果向上の可能性 4
施策への貢献度 5

効率性
手段の最適性 4

Bコスト効率

課題認識

　26年4月からタクシー料金が改定された。初乗り料金が下がったが、走行距離が短くなった業者に対して
は、不満の声も出た。　金券タイプにして、限られた枠の中で利用者が使いたい分だけ、チケットを切れる
ようにしてはどうかという提案もあった。　こうしたことを踏まえて、この制度を見直すことも必要ではないか
と思われる。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 5

B

4
受益者負担の適正 4

施策への貢献度 4

市民ニーズへの対応 5
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 5

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 4

効率性
手段の最適性 4

Bコスト効率 4
受益者負担の適正 4

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 4

目　　標 50% 50% 50% 50%
実　　績 50.3% 52.3% 0 0

成果指標

成果指標
タクシーチケット発行率

指標設定の
考え方

適切な周知を行い、より多くの対象者へのチケット交付と利用促進を図ることで、通院・通学などの面で支出増
になっている障害者の生活を支援できるため。

区分年度 25年度 26年度 27年度 目標27年度



2
経営者会議の最終判断

事業の方向性
現状のまま継続する。

意見、課題

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）


